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① 小中学校体育館の空調設備設置について 
 近年、異常気象の頻発や猛暑日数の増加が顕著となっている中、学校施設におけ
る熱中症対策は急務となっております。特に、小中学体育館は日常の学校行事や体
育授業だけでなく、災害時の避難所としての役割を担う施設であるため、室内環境
の維持・改善が児童生徒および地域住民の安全確保に直結することが考えられま
す。そのような中、国は災害対策や省エネルギー促進などの観点から、各種補助金
制度や推進施策を展開している状況です。 
  現在、文部科学省が全国の学校体育館等への空調整備を加速するため、臨時特例
交付金の創設や効率的な整備手法を提案しており、避難所機能の強化や児童生徒の
学習環境の改善が目的とされています。しかし、長崎県の空調設置率は０.４%と低

い水準で早急な整備が求められています。空調設備の導入により、児童生徒が安全
で快適な環境で学べるようになること。また、災害時に避難所として使用されるた
め、空調設備が住民の健康を守ることから早急な対策を講じる必要があるのではな
いかという観点から以下の質問を致します。 
（１）暑熱環境が児童生徒の健康や学習環境に与える影響について、町としての認

識を伺う。 

（２）現在の体育館の室温や湿度管理に関して、具体的な問題（極端な暑さ・寒
さ、湿度の高低など）はどのように把握されているか。 

（３）利用者の健康や快適な利用環境の確保のために、どのような空調対策が必要
と考えているか。 

（４）設備導入に向けたスケジュールや、計画はあるか。 

 
②  資源化物回収の今後の取組について 
 自治会会員による当番制で行われている現在の資源化物回収は、常設の回収場所
ができたことで利便性は高まったものの、月一回日曜日早朝の実施への住民の意見
を背景に、ステーション回収方式への復帰を求める声が高まっています。今後、回
収方法の再評価と改善が求められている状況ではないかと考えますが、どのように
考えているのか、町としての見解を伺います。 
（１）現在の回収方法は、住民の中には負担と感じている人も多い状態である。こ

の状況をどう考えるか。 
（２）従来のステーション回収への復帰を求める意見を多く聞くが、今後の方針は

どうしていくのか。 

（３）自治会へのアンケート結果を基に、現行の回収方式の評価と改善可能性につ
いての検討やステーション回収方式へ戻すことの利点と課題を、住民との意見
交換を通じて分析していくべきではないか。 

 

 


